
岐阜工業高等専門学校地域連携協力会設立趣意書 

 

 

岐阜工業高等専門学校は，実践的技術者の養成を目的に５年間の一貫教育を

行う国立の高等教育機関として昭和３８年に創設されました。その後，同校は，

岐阜県内では数少ない工業系高等教育機関として，「科学技術に夢を託し，人

類愛に目覚め，国際性豊かで情報化社会の最前線で活躍する技術者の育成」を

基本理念に掲げて有為なる技術者の育成を目指してこられました。また，平成

７年４月には，大学卒と同等の資格が与えられる修業年限２年の専攻科が設置

され，より高度な創造的開発能力と国際的視野を持つ技術者の育成を進めてお

られます。 
 

 同校では，とりわけ座学と同等に実験実習などの実践教育を重視しておられ，

創設の頃から企業での体験学習(インターンシップ)にも取組んでこられ，最近

は海外でのインターンシップを実施するなど，経験に基づいた知識活用能力の

養成に力を入れておられます。そのような実績の積み重ねによって，平成１６

年には日本技術者教育認定機構（ＪＡＢＥＥ）による認定を獲得するなど，国

際的な技術教育水準を満たす教育機関として評価されるに至っております。 

これらの教育を受けた６，０００余名の卒業生及び約３００名の専攻科修了

生は，「ものづくり」の基盤を担う有為な工業技術者或いは研究者として幅広

く活躍され，産業の発展と技術力の向上に多大な貢献をしておられます。 

 

その一方で同校は，科学研究費補助金取得件数において，全国高専中でもト

ップクラスを維持されるなど，教職員の研究活動は大変盛んであります。同校

が持つこのような「知的財産」及び「技術教育力」を地域社会に還元すべく，

平成４年以来毎年「岐阜高専テクノシンポジウム」を開催して地域の技術者と

の対話を進めてこられました。 

また，それを機会として，地域の企業との技術相談や共同研究及び受託研究

などを精力的に実施され，既にそれらに基づいたユニークな商品開発や多数の

特許獲得を成し遂げるなど，地域産業の振興・発展に向けて着実な成果を上げ

ておられます。 

 

平成１６年４月に国の機関から独立行政法人となったことを契機に，同校で

は地域との連携をさらに促進する道を模索してこられました。例えば、地域の

産業技術に関わるいくつかの研究会を設けて産業技術の開発を試みると同時に，

岐阜県内の人材育成機関と連携した産業人材育成や，インターネット経由での

社会人教育，地域の教員や社会人と連携して若者たちの理科離れの防止などを

積極的に推進しておられます。これらの活動には、地域産業界としても大いに



期待を寄せているところであり，またこれらの活動をより活発に行っていただ

くために，地域の産業界としてもこれまで以上の協力体制を構築することが不

可欠であります。 

 

故に，同校と地域の企業や自治体等との連携・交流をさらに深め、これを通

して地域の産業並びに文化の振興を図り、もって地域社会の発展に寄与するた

めに， 

(1) 地域の産業並びに文化の振興に関する事業 

(2) 地域に必要とされる技術の開発支援と技術の交流に関する事業 

(3) 地域に必要とされる人材の育成支援と人材の交流に関する事業 

(4) 岐阜高専の教育・研究の充実及び発展に関する事業 

などをより体系的かつ積極的に推進する必要性を感じている次第です。 

 

つきましては，僣越ではございますが，私どもが相諮り，上記を達成するこ

とを目的としまして，「岐阜工業高等専門学校地域連携協力会」を設立するこ

ととしました。 

貴台におかれましては，以上の趣旨に御賛同下さいまして，格別の御高配と

御協力を賜りますようお願い申し上げます。 

 

 

平成１９年１０月吉日 
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